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令和 元年  第 ３ 回定例会一般質問 
 

順序 氏    名 質  問  事  項          質       問       要       旨 答 弁 者 

１ 
 

大久保 建 一 １．防犯カメラを設
置し、安全な町を 

 

 最近、防犯カメラやドライブレコーダーによる事故や犯罪の映像が、ニュース等で
よく見られるようになった。その映像は事実を記録し、事故処理や示談協議、犯罪の
告発や捜査にとても有効であり、その普及率は民間レベルでも上がってきている。 
 また、防犯カメラは、映像記録の保存ということだけではなく、その存在を知らし
めることが防犯にも有効だといわれています。 
 自治体による防犯カメラ設置の先進地、千葉県市川市では、防犯カメラを市内各所
に設置してから、犯罪認知件数が設置前の約 1/3に減少、大阪府枚方市でも半減した
といわれています。 
 八雲町においても、通学路を中心に公共施設前や主要な交差点等に、防犯カメラ設
置を進めるべきと考えるが、その考えを伺う。 

町   長 
 



- 2 - 

順序 氏    名 質  問  事  項          質       問       要       旨 答 弁 者 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐 藤 智 子 １. がんと共に生き
る人の話を聞こう 

 
 
 
 
 
 
 
２．道に申請中の八
雲地域の護岸工
事、進捗状況は？ 

 
 
３．国保でも子育て
支援を 

 
 
 
 
 
 
 
４．遊具設置の考え
方を伺う 

 今や２人に１人はがんにかかると言われている。いつその日がやってくるのかわから
ないし、もうすでに忍び込んでいるかもしれない。 
 がんが見つかった人に直接そのことについて聞くことははばかれるし、身内にかかっ
た人がいる場合以外は、よほど親しくなければ、その生き方に触れる機会も多くはない。 
 この頃は全国的に仕事を続けながら治療を続けている人が増えているし、がんを抱え
ながら生活を続けている人たちの経験を聞く機会があれば、まち全体のがんへの意識が
高まるのではないだろうか。プライバシーの保護やご本人のメンタルや病状によって難
しい側面もあるが、承諾を得た上で、講演会や座談会を企画してみてはどうか。 
 
 護岸の老朽化は漁家の悩みのタネとなっている。 
 護岸工事は道の事業になるが町が窓口となって毎年、要望を出していると思う。 
 今現在、何件の要望が出ているか。それらの進捗状況を伺う。さらに要望であがっ
ている項目は実現可能なのか伺う。 
 
 国民健康保険税は世帯の人数を算定基礎とする「均等割」があり、これが国保税を
高くする要因の一つとなっている。世帯の人数が保険税に影響するのは国保だけであ
る。「少子高齢化」が取り沙汰されている中、家族の人数が増えれば負担も増えるの
であれば「子育て支援に逆行する」のではないか。 
 子どもの均等割減免は「第３子からの全額免除」や「子どもについて３割減免」な
ど全国的に徐々に広がっており、なかには「全額免除」の自治体も出てきている。「子
育て支援」に力を入れる八雲町として試算を出し、実施することを検討すべきではな
いか。 
 
 公園緑地推進室を中心に町内の公園等の遊具の老朽化したものは撤去するなどの措
置をとっていると思うが、移設については検討されたのだろうか。検討した結果、ど
うだったのか伺う。 
 また、落部旧あかしや保育園跡に小公園が設けられたが遊具が少ないとの声がある。 
 相生公園に遊具を増やしてほしいという要望も以前から出ている。 
 今後、そうした要望にどう応えていくのか、考えを伺う。 

町   長 
 
 
 

 
 
 

 
 
町   長 

 
 
 
 

町   長 
 
 
 
 
 
 
 
 

町   長 
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順序 氏    名 質  問  事  項          質       問       要       旨 答 弁 者 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三 澤 公 雄 １．ハラスメントに
どう向き合うの
か？  

 

 令和元年５月 29日の参議院本会議において職場のハラスメント対策の強化を目的と
する「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等の一部を改正する法律（女性
活躍・ハラスメント規制法）」が自民・公明・立民の賛成多数で可決成立しました。 
この法律は、労働施策総合推進法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法などの５

つの法律を一括で改正する内容です。パワーハラスメント、セクシャルハラスメント、
妊娠・出産をめぐるマタニティハラスメントについて、「行ってはならない！！」と明
記、またパワハラを「優越的な関係を背景に、業務上の必要な範囲を越えた言動で労働
者の就業環境を害する事」と定義し相談体制の整備や相談者に対する不利益な待遇や取
り扱いの禁止を義務付ける内容になっています。 
ただ、罰則をともなう禁止規定ではないため、その実効性を確保できるのかという課

題を抱えています。一方、女性活躍については、これまで大企業にのみ課していた女性
登用や昇進などについての数値目標を中小企業にも拡大しました。 
そこで質問です。 

①八雲町の現状はハラスメントに対して、どの様に向き合っているか。 
②国の法律では、まだ課題を抱えている様だが、八雲町では実効性のある条例を整備す
べきと考えるが、いかがか。 

③さらに、同法の中での女性活躍の部分について、八雲町においても数値目標を立てて、
女性の積極的な採用や登用をすべきと考えるが町長の考えを伺う。 

町   長 
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順序 氏    名 質  問  事  項                        質       問       要       旨 答 弁 者 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤 井 睦 美 １. 町民誰もが安心
して過ごせる八雲
町に！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．エネルギーの地
産地消の実現を！ 

 全国的に少子高齢化による人口減少が進み、八雲町も今では 16,000人台になってい
ます。2015年には、予想を 474人下回り、減少速度が少し速まっていると総務省のデ
ータに書かれていましたが、2020年予想は将来推計人口 15,600人。 
 現状を見ると、八雲町に移住してくれたり、Uターンで戻って来る若者がいたり、外
国人観光客が少し増えてくるなど、明るい兆しも見えてきています。 
 そこで、もっともっと八雲町が魅力的になり、人口を現状維持するには、様々な形
で八雲町に関わっている人たちが、安心して過ごせる八雲町であるべきだと思います。 
①八雲町として交流人口を増やすという言葉は、ずっと以前から耳にしていましたが、 
外国人観光客への各種案内の外国語表記はどのような形で行われているのでしょう

か？ 
②観光客だけではなく、町内に在住する外国人もいます。以前、斎藤議員も質問され
ていましたが、例えば事業主とのトラブルが発生した場合、相談窓口がはっきりし
ていると助かる人たちがたくさん出てきます。日本人ならいろいろな情報を手に入
れやすいと思いますが、外国人の方には明確な窓口があり、相談方法がわかりやす
いと大変助かると思いますが、そこは今後も事業主に任せっぱなしという形しかな
いのでしょうか？ 

③自治基本条例には、町民：町内に住所を有する人、町内で働く人、学ぶ人及び事業
活動その他の活動を営む人並びに団体をいいます。更に、『町民は、ひとしく行政
サービスを受けるために必要な負担を分担します。（町民の役割）』『町民は、ひ
としく行政サービスを受ける権利を有します。』と書かれていますが、このことが
各課に浸透されているのでしょうか？町民に対して正しい周知が出来ているでしょ
うか？ 
これを含めて、町民が最も必要としている支援を考え、わかりやすく丁寧に伝える
ことで八雲町はもっと住みやすくなると思いますが、いかがでしょうか？ 

   
固定価格買取が 終了した家庭の太陽光発電は、国の制度による買い取りは終了し

ます。しかし専門の業者と契約することで、引き続き売電収入を得ることは可能とい
うことで、民間の企業等が買い取りを始めています。中には市が中心になって設立し
た新電力が、庁舎の電力供給を始めた自治体もあります。 
 八雲町でも、エネルギーの地産地消は十分可能だと思います。エネルギーの地産地
消は 、お金が外へ出ていかず、地域を循環するという理想的な仕組みが出来ます。
町長の公約にもありますので、是非、実現してほしいと思っていますが、実現に向け
てどのような課題と可能性があるのかお示しください。 

町   長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

町   長 
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順序 氏    名 質  問  事  項          質       問       要       旨 答  弁  者 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横 田 喜 世 志 １. スマホの充電器
も備えて 

 

 八雲町に被害を及ぼした災害は地震では「南西沖」「東日本」「胆振東部」である。 
 全国的には毎年甚大被害を出している台風や水害など近年多発している状況です。 
 それらの災害に備えて必要な物品を備蓄している所ですが、生活様式の変遷により 
スマホの充電が必須となって来ている。各避難所に配置する発電機と一緒にスマホの 
充電器を配備する事が必要ではないか伺う。 
 

町   長 
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順序 氏    名 質  問  事  項          質       問       要       旨 答  弁  者 

６ 

 

 

 

 

 

宮 本 雅 晴 １. 火葬場への冷
房設備の整備に
ついて 

 

 ７月下旬また８月上旬の１番暑い時期でしたが、八雲町斎場の待合ホール・和室・炉
前ホールが暑くて、函館市や道外から来ていた人達から、八雲町は火葬場に和室の奥の
部屋にだけしかエアコンが入っていないのですかと指摘がありました。函館市、七飯町
の斎場はオールエアコンです。 
北海道でも近年では体調を崩す可能性がある暑い日が続くこともあることから、整っ

た施設環境の中で最後のお別れをしていただくためにも、八雲町斎場と熊石斎場を１日
も早く、オールエアコン化するべきと考えるが、町長の考え方についてお伺いします。 

町   長 
 

 


